
研究課題名    大学生を対象とした摂食態度とストレス対処行動調査 

研究期間        実施許可日 ～ 2030年 3月 31日 

研究の対象   2014 年 4 月から 2029 年 10 月の間に，広島大学保健管理センター

で健康診断時に問診票に回答した学生さん。 

研究の目的・方法 

 

 

研究目的：摂食障害は治療困難が多い疾患であり，早期介入や予防が重要

といわれています。今回，大学生の摂食態度とストレス対処行動の実態を

把握するため，この研究を計画しました。  

研究の方法：本研究は，健康診断時の問診票の情報を調査して行います。  

研究に用いる試料・

情報の種類  

 

情報：摂食態度評価，ストレス対処行動評価，抑うつ評価 

（個人を特定可能な情報は解析に用いません） 

試料・情報の管理責任者：広島大学保健管理センター 教授 岡本百合 

利用または提供を開

始する予定日 

2019年 9月 25日（実施許可日以降） 

 

個人情報の保護 

 

 

 

得られた試料・情報から氏名・生年月日・住所等の特定の個人を識別でき

る記述を削除し、代わりに新しく研究用の番号を付けて取り扱います。個

人と連結させるための対応表は、研究責任者監督のもと厳重に管理しま

す。 

外部への試料・情報

の提供 

本学単独で実施する研究のため、外部へ提供は行いません。 

研究組織 

 

本学の研究責任者 

 広島大学保健管理センター 教授 岡本百合 

その他  

研究への利用を辞退

する場合の連絡先・

お問合せ先 

 

 

 

 

 本研究は，疫学研究倫理審査委員会の審査を受け，広島大学担当理事よ

り実施の許可を受けています。また，問診票の結果という既存資料を用い

た研究であるため，研究対象者への身体的危険や負担はありませんが，解

析前には対象者を識別できないように個人情報を加工し、対応表は外部

に接続のないパソコンにパスワードを付して保存し，個人情報の取り扱

いには十分配慮を行います。 

情報が個人を特定する形で公表されたり，第三者に知られたりするな

どのご迷惑をお掛けすることはありませんのでご安心ください。 

調査結果は保健管理センターにてファイルにて厳重に管理いたしま

す。解析時も外部に接続していないコンピューターを用います。本研究分

担者がデータ入力及びデータ解析をそのパソコンで行い，常時施錠でき

る部屋で管理を行います。データの保存は研究終了後 5年間とします。   

廃棄方法はコンピューターからのデータ完全削除といたします。 

得られた結果は学術論文や学会発表で公開いたします。希望される場

合には，個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障をきたさない範囲

内で，研究計画の内容をみることや、説明することができますので，お申

し出ください。なお本研究は運営交付金で行い，利益相反はありません。 



 

研究に資料を提供したくない場合はお申し出ください。お申し出いただ

いても不利益が生ずることはありません。 

 

〒739-8514 広島県東広島市鏡山 1-7-1   

TEL：082-424-6186    

広島大学保健管理センター 教授  岡本 百合 

 


